
横浜天声キリスト教会　　週報　第 15 巻 37 号（No.553）　　2020 年 9 月 13 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　 ローマ 8:19-20　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ２９番　いざ、聖徒よ　

*交読文　････････････････ ２２番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７１番　はとのごと降る

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ ７８番　ここも神の

メッセージ　･･････････････ 神の似姿として神と交わり、神といのちを共に生きる(創世記 1:26-28)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ２５６番　目をあげ天を見よ

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 次週午後は成田との合同礼拝となり、横浜での英語礼拝はありません。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　被造物は、実に、切なる思いで神の子＿＿の出現を待ち望んでいる。なぜなら、被造

物が虚無に服したのは、自分の意志によるのではなく、服従させたかたによるのであり、

かつ、被造物自身にも、滅びのなわめから解放されて、神の子＿＿の栄光の自由に入

る望みが残されているからである。(ローマ 8:19-23)

　ほむべきかな、＿＿の主イエス・キリストの父なる神。神はキリストにあって、天上で霊

のもろもろの祝福をもって、＿＿を祝福し、みまえにきよく傷のない者となるようにと、天

地の造られる前から、キリストにあって＿＿を選び、＿＿に、イエス・キリストによって神の

子たる身分を授けるようにと、御旨のよしとするところに従い、愛のうちにあらかじめ定め

て下さったのである。これは、その愛する御子によって賜わった栄光ある恵みを、＿＿

がほめたたえるためである。＿＿は、御子にあって、神の豊かな恵みのゆえに、その血

によるあがない、すなわち、罪過のゆるしを受けたのである…。＿＿は、御旨の欲するま

まにすべての事をなさるかたの目的の下に、キリストにあってあらかじめ定められ、神の

民として選ばれたのである。(エペソ 1:3-11)

　メッセージ概要

　７月から始まった世界同時テフィリンは、２ヶ月で創世記１章を終えた。ほんの１章を暗唱しただけで、神

様はこんなにも被造物を尊く創られたのかという感動と、多くの悟りを得た。テフィリンをすると神様の御思

い、意思、感情を感知する感受性が格段に豊かになる。今まで御言葉を１聞いて１理解していたのが、１０

も２０も理解できるようになる。今回も、主は私達をどんなに尊いものとして造られたかを、確認したい。

　遠い昔、世界の基がまだ置かれる前から、神様は私たちをキリストの  内に選んでおられ、御前で聖く、傷

のない者にしようと定めておられた。ただ御心のままに、私たちをご自分の子にしようと、愛をもってあらか

じめ定めておられ、天にある全ての霊的祝福をもって祝福しておられた  (  エペソ      1:3-12)。そしてついに時

が満ち、三にして一であられる神が、思いと意見を一つにして御心を実行に移された。『さあ、人をつくろう。

われわれのかたちに、われわれに似せて』(創世記 1:26)　こうして人は造られ、男と女とに創造された。

　神は人を、ご自身のかたちとし、またご自身に似せて創造され、地の全ての生き物を支配するようにと造

られた(26節)。さらに、人を祝福して仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ。海の魚、空

の鳥、地をはうすべての生き物を支配せよ。」(28節)　私達は、他のどんな被造物とも違い、神ご自身の似

姿としての権威、力、尊厳を帯びた、尊い  尊いご性質と、そして、神ご自身の美しい品性が、与えられた。

　そして特別な使命として、地を従え、  全ての生き物を支配する任務が与えられられ、さらには、私たちを、

神ご自身との  愛の交わりの内に、価値観を共にし、喜びの体験を共に分かち合うもの  としてくださった。

　あたかも夫婦が共に生活し、共に同じものを見、共に感動し、いのちの喜びを共に分かち合うかのように、

イエス様は、私たちが創られる前から、共にいのちの喜びを分かち合う相手として、定めておられたのだ。

　神様は、私たちに託された地の全てのもの、全ての生き物を、神様の愛と品性と尊厳をもって、イエス様

にあって見守り、支配するようにと願っておられるだけでなく、全被造物もまた、切実な思いでそれを願っ

ている。私たちのような神の子が現れ、支配する事を。今、人は罪を犯し、神から離れてしまっている故に、

被造物はうめき、産みの苦しみをしつつ滅びの束縛から解放される事を待ち望んでいる。(ローマ 8:19-22)
　だから私たちは、イエス様がするように、造られしものの幸福のために、大切に支配し治めるべきである。

　現代、家庭内暴力(DV) が問題になっているが、暴力的な力による支配は、イエス様の愛の支配の真逆

である。イエス様の愛（アガペー）は、相手を大切にする無私の愛であり、その統治は、愛の思いやりに満

ちた統治である。もし今、私たちが、暴力的な支配や、わいろを取る等の不正や、神が配分されたものを、

ごっそり我が物とするような支配が、はびこっているのを見るとしたなら、それはイエス様の名によって、足

の下に踏みつけ、征服し、支配権を分捕り返さなくてはならない。神は次の命令をしておられるからだ。

　『生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ（カーバシュ）。海の魚、空の鳥、地をはうすべての生き物を支

配せよ（ラーダー）。』(28節)　カーバシュも、ラーダーも、それぞれ「踏む」「征服する」「支配する」の意味

があるが、私たちは暴力で踏みにじるやり方ではなく、イエス様のように、死はいのちによって飲み込み、

愛で覆い、愛で征服するのである。一体、そのような支配は、どうしたら出来るのだろう。

　それは御言葉を暗唱する事で、体得できる  ものである。なぜなら御言葉は、神の意図そのものだから。

御言葉なる神と直接交わり、その意図を知り、実感し、そうこうしている内に、神の聖なる感覚が、自動的に

流れ込んで来る。創世記を共にテフィリンして来た方は、その感覚が流れ込んできた事を実感したはずだ。

　御言葉が刻み込まれていくと、創造の当初、主が人に備えてくださった統治する権威と力は、自然と身

につく。その仕方も、仕草も。私たちは「統治する」というと、何か力んで意気込んでしまいがちだが、そうな

る必要は、一切無い。テフィリンしていれば自然に、イエス様のように安息して、余裕で統治するのだ。

　創世記 1章をテフィリンしたら、神様の意図をこんなにも実感できたのだから、さらに他の箇所もすれば、

どれほど、増し加えられるだろう。テフィリンは  、生活実践型、生活密着型の福音を、いとも単純に得られる

手段である。人を創ったパワーのある御言葉が、人を造り変えるのだ。テフィリンによって、ますます神様の

御思いを知り、正しい統治者となっていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します!

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 15 巻 37 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020 年 9 月 13 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

